







そして，本年（平成23年） 5 月には，この裁判員裁判制度も 3 年目入り，
マスコミでも，最新の統計数字を集め，裁判員経験者にアンケートを取る
などして，特集記事を組んで報道している（①朝日新聞 5 月21～ 3 日朝刊
に「裁判員時代」として特集，②日本経済新聞 5 月21日朝刊に「裁判員経
験 1 万人超」として特集，③毎日新聞 5 月20日朝刊に「スタートから丸 2
年「裁判員制度」検証」として特集，④讀賣新聞 5 月20日朝刊に「裁判員
制度 2 年」として特集）。
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2 ．この 2年間の裁判員裁判で行われたこと
























　　 5 件。うち 1 件は控訴審で有罪判決あり弁護人上告中。検察官が控
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事件が裁判所の規模に比して不釣合いなほど多くなり，この「公判前整理
手続」の期日の確保すら困難を極めているのである。
千葉地裁では，裁判官の増員等で対処はしているが，現実には，それで
は追いついていないのである。
これも，そうした営利目的の薬物の密輸入までが裁判員裁判の対象事件
と100パーセントされていることから来ているのであり，「迅速な裁判実
現」という見地からも，上記のような見直しが必要なのではないかと思わ
れるのである。
以上，全く私的な立場から，裁判員裁判の導入とその初期の成果につい
て，評価をさせていただいた。
公式の見直しまではまだ 1 年があるので，今後とも，これを見守り，こ
れに参加して，意見を述べて行きたいものである。
